
故・林恵介
県兵ブタ
洋庫やツ

画

雲
：
雪

0弓

園
夏
☆
滝
え
り
子
エ
レ
ガ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト

狸
月
、
日
（
土
）
塑
時
訓
分
神
戸
国
際

会
館
４
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

懐
し
い
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
や
映
画
主
題
曲
等

ポ
ュ
ラ
ー
加
曲
を
滝
え
り
子
が

タ
ダ
オ
と
ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
廻
人
に
ス
ト
リ
ン
グ

ス
を
加
え
た
妬
名
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
サ
ウ

ン
ド
が
楽
し
め
る
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
う
え
神
戸
っ
子
「
滝
え
り
子
」
係

☆
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

狸
月
塑
日
（
土
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
３
５
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０
円

朝
比
奈
隆
に
代
っ
て
今
年
か

ら
大
友
直
人
が
タ
ク
ト
を
振

「空の詩」
る１時ツスレ
若卜代なカツ
々すアどツク

テ
ラ
ン
揃
い
。
合
唱
で
は
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
た
生

田
文
化
会
館
第
九
を
う
た
う
会

灘ニ
ー
の
夕
べ
広
が
り
、
コ
ン
サ
ｉ
卜
形
式
の
・
ル
グ
ラ
ン
の
名
曲
に
の
せ
て
別
に
語
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ

押
戸
文
化
大
ホ
ー
舞
踏
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
蛎
脆
郵
椎
崎
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
ミ
惣
雲
識
翻
翫
嘩
幡
雄
吋
唾
希
鑑

鰯
噸
脚
嶋
。
．
ご
・
・
黙
鑑
識

蕊
鱗
蝉
識
慰
蝋
躍
鵠

尭
ら
の
べ
か
な
美
女
。
そ
れ
に
比
べ
て
姉
ン
シ
ス
コ
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
☆
男
は
つ
ら
い
よ

唱
で
は
こ
の
娘
キ
ャ
タ
リ
ー
ナ
は
す
ご
い
じ
ス
で
直
接
買
付
け
た
ア
メ
リ
カ
「
寅
次
郎
サ
ラ
ダ
記
念
日
」

を
重
ね
た
生
や
じ
ゃ
馬
。
モ
テ
ル
妹
娘
を
め
現
代
美
術
の
数
々
を
展
示
。
ア
池
姻
押
阿
よ
『
緬
畷
北
碓
唖
咋
に
紅
紳
劉

を
う
た
う
会
ぐ
る
３
人
の
求
婚
者
た
ち
の
策
ン
デ
イ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ー
ル
、
ア
ー
３
０
０
円

滝えり子
はノミげ歌華
北ツるい寵
野ク。上に

な
ど
４
団
体
が
競
演
、
「
第
九
」

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
興
奮
と
感
激

を
皆
で
わ
か
ち
合
う
。

★
一
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
う
え
神
戸
っ
子
「
第
九
」
係
。

，
》
鴎
』
廓
峻
，
踊
舞

☆
林
恵
介
に
贈
る
会

哩
月
即
日
（
火
）
肥
時
神
戸
文
化
中
ホ

昨
秋
、
急
ぎ
足
で
他
界
し
た

照
明
家
の
林
恵
介
氏
の
追
悼
公

演
。
氏
と
親
交
の
深
か
っ
た
ス

舞
家
協
会
の
有
志
詔
名
が
集
ま

っ
て
企
画
し
公
演
に
至
っ
た
。

幕
あ
き
で
は
魔
力
に
も
似
た
す

ば
ら
し
い
照
明
効
果
が
錘
蛮
ロ
に

広
が
り
、
コ
ン
サ
ｉ
卜
形
式
の

舞
踏
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

司露罰翻

争
が
終
わ
り
数
年
後
に
再
会
し

た
２
人
だ
が
．
．
…
・
ミ
ツ
シ
ェ
ル

・
ル
グ
ラ
ン
の
名
曲
に
の
せ
て

綴
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
。

叫
幸
び
構
成

↓
痔
主
義
が

ラ
シ
あ
る
。

ｊ
リ聴

斗
峠
握
緑

148

ル
。
結
婚
を

鰯
Ｉ
亮
誓
い
合

・
詞
う
２
人

・
子
に
届
く

聯
蝉
蝿
繕

わ
れ
、
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な
ら
し
」

が
始
ま
る
。
豪
華
メ
ン
バ
ー
で

お
く
る
ア
ク
シ
ョ
ン
い
っ
ぱ
い

の
イ
タ
リ
ア
風
笑
劇
。

★
「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
」

籾
１
月
１
日
（
日
）
１
８
日
（
日
）
マ
チ

ネ
（
昼
）
と
ソ
ワ
レ
（
夜
）
あ
り
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

舞
磐
ロ
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
港

町
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
。
結
婚
を

栗原小巻おしゃれな
ドタバタ喜劇

者もカホー略
が求娘方；
現婚に、。

繍
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ギ
ャ
ラ
リ

ー
い
つ
ぱ
い
に
溢
れ
る
。

☆
ダ
ダ
と
構
成
主
義
展
「
釦
世

紀
二
大
芸
術
運
動
の
出
会

い
」

狸
月
四
日
（
月
）
ま
で
、
時
１
四
時
（
無

休
）
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル
一
般
７
０
０
円

大
高
生
５
０
０
円
中
小
生
３
０
０
円

一
九
一
○
年
以
降
、
ョ
－
ロ

ッ
パ
各
地
で
開
花
し
た
前
衛
的

な
二
大
美
術
運
動
に
ダ
ダ
及

０

・
一
戸
や
、
噂
子
妃
も
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大物ってホント? １
世し ' 情仕な
に、熱事か
興出なに、

総 溌隷隷域
版現彩廊１２ヤリ形芸展展ヤ 1 ０展館

ｿ 畷ツジ膨展途張’ツ謬展ｿ 彩語ｿ 術聖
1 ４７１３家６１１０棋２０ツ 1 ３２３１７１３１１１７ 生
１１１版Ｉ’８９ｉ画ｌグ’’’’’８９１ 以
１２１２１２画 ﾕ ２１１２展１２展 1 ２１２１２１２１１ 下
／／／展／／／／／／／／／／

館

あ
る
「
寅
さ
ん
」
。
昨
年
大
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
俵
万
智
の

短
歌
集
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
に

ヒ
ン
ト
を
得
て
今
回
も
大
人
の

昭
和
坐
年
に
産
声
を
あ
げ
た

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ

は
加
年
、
今
回
で
如
作
目
を
迎

え
る
。
毎
作
品
、
そ
の
時
代
や

世
相
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
そ

れ
で
い
て
決
し
て
流
行
に
と
ら

★
第
Ⅷ
回
こ
う
ぺ
市
民
音
楽
祭

、
日
（
土
）
咽
時
訓
分
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
整
理
券

★
エ
レ
ク
ト
ー
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

ｎ
日
（
日
）
妬
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
０
０
０
円

★
宮
本
慶
子
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ロ
ー
ザ
・

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

”
日
（
土
）
四
時
神
戸
市
立
博
物
館

２
５
０
０
円

★
第
九
交
響
曲

お
日
（
木
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
４
５
０
０
円
（
民
音
会
員
４
０
０

０
円
）

☆
砂
田
全
彦
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

溺
日
（
月
）
岨
時
芦
屋
ル
ナ
小
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

☆
古
楽
器
の
ひ
び
き
。
バ
ロ
ッ
ク
の
し

三
り
べ

亜
日
（
土
）
狙
時
釦
分
日
本
福
音
ル

ー
テ
ル
西
宮
教
会
２
０
０
０
円

★
サ
ル
バ
ト
ー
レ
ア
ダ
モ
公
演

沈
日
（
月
）
塑
時
釦
分
神
戸
国
際
会

館
Ｓ
６
８
０
０
円
Ａ
５
０
０
０
円

Ｂ
４
５
０
０
円

園
音

楽 わたくし、またまた
また恋したりして
行カミかずわ
で流ら自れ

味
な
し
の
世
俗
離
れ
し
た
男
が

い
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
浜
ち
ゃ

ん
が
繰
り
広
げ
る
人
情
豊
か
な

人
生
讃
歌
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
神
戸
っ
子
「
寅
さ
ん
」
係

☆
背
信
の
日
々

哩
月
、
日
（
土
）
よ
り
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
に

て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円

大
高
生
１
３
０
０
円

一
見
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
も

つ
農
場
主
と
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
秘
密
捜

査
官
の
女
が
恋
に
お
ち
た
。
こ

の
価
値
観
の
全
く
ち
が
う
男
女

の
出
会
い
と
愛
が
、
秘
め
ら
れ

蕊 恋
物
語
が
で
き
上
っ
た
。
マ
ド

ン
ナ
に
は
三
田
佳
子
、
と
ら
や

の
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え

て
三
田
寛
子
も
女
子
大
生
で
出

演
。☆

同
時
上
映
「
釣
り
バ
カ
日

誌
」会

社
に
人
生
を
捧
げ
た
哀
し

い
会
社
人
間
が
あ
ふ
れ
て
い
る

緯
鍵
．
鋤
癖
準
》
》
Ⅷ
な
か
、

★
文
学
座
公
演

「
煮
え
き
ら
な
い
幽
霊
た
ち
」

過
日
（
火
）
皿
日
（
水
）
狙
時
”
分

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
一
般
４
０
０
０

円
中
高
生
２
８
０
０
円

☆
劇
団
そ
と
は
こ
ま
ち
公
演

”
日
（
木
）
塑
日
（
金
）
四
時
型
日

（
土
）
晦
時
四
時
伊
丹
市
立
演
劇

ホ
ー
ル
指
定
席
２
５
０
０
円
自
由

席
２
０
０
０
円

★
現
代
夢
元
能
砂
田
明
・
仮
面
の
カ

タ
ル
シ
ス

認
日
（
金
）
四
時
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

☆
神
戸
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
〃
今
日
、
救

い
が
こ
の
家
を
訪
れ
た
〃

皿
日
（
水
）
肥
時
釦
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
５
０
０
円

☆
オ
ペ
ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

銅
日
（
金
）
塑
時
釦
分
剖
日
（
土
）

蛎
時
西
宮
市
民
会
館
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー

ル
Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０
円

Ｂ
３
０
０
０
円

☆
朝
比
奈
千
足
と
仲
間
た
ち

「
天
使
か
ら
の
贈
り
物
」

幻
日
（
土
）
皿
時
六
甲
道
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
５
階
大
ホ
ー
ル
大
人
１
０

０
０
円
中
学
生
以
下
５
０
０
円

亀
演

劇

「背く事は罪だろうか－」
；まし暴i 借りた
監うてき部カァ
督；し出をのメ

堂七

霞
☆
博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン

、
日
（
土
）
皿
時
神
戸
市
立
博
物

地
階
講
堂
１
０
０
０
円

☆
も
と
ま
ち
寄
席
恋
雅
亭

「
食
べ
て
観
る
か
い
」

、
日
（
土
）
皿
時
釦
分
元
町
凧
月

ホ
ー
ル
３
５
０
０
円

☆
笑
民
寄
席

即
日
（
火
）
塑
時
釦
分
東
灘
文
化

ン
タ
ー
１
０
０
０
円

☆
市
民
映
画
劇
場

「
戦
場
の
小
さ
な
天
使
た
ち
」

醒
日
（
木
）
妬
日
（
金
）
岨
時
釦
分

幻
日
（
土
）
皿
時
亜
時
猫
分
把
時

釦
分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
一
般
１
０

０
０
円
会
員
８
０
０
円

逸
品
絵
画
・
工
芸
展
塑
／
型
ｌ
岨
／
妬

有
名
大
家
巧
芸
画
展
理
／
妬
ｌ
⑫
／
瓢

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い

洋
画
三
人
展
（
石
阪
春
生
・
上
尾
忠
生

松
本
宏
）
塑
／
超
ｌ
狸
／
躯

★
た
じ
ま
画
廊

寺
岡
和
子
彩
墨
画
と
ス
ケ
ッ
チ

皿
／
巧
’
⑫
／
釦

碍
》
璽
蓉
〈
映
画

１
１４９
１

は
「
Ｚ
」
や
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
」

な
ど
政
治
的
ド
ラ
マ
を
得
意
と

す
る
コ
ス
タ
・
ガ
ブ
ラ
ス
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
う
え
神
戸
っ
子
「
背
信
の
日
々
」
係

古
典
芸
能

神戸
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ヴ
イ
ム
・
ヴ
エ
ン
ダ
ー
ス
の
映
画
詩

そ
し
て
映
画
サ
ス
ペ
ン
ス

東
京
有
楽
町
の
シ
ネ
・
シ
ャ
ン
テ
で
「
ベ
ル
リ
ン
・
天
使
の
詩
」

ゆ
●
●

（
一
九
八
七
）
が
今
月
で
足
か
け
八
カ
月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記
録

中
で
あ
る
。
か
ん
た
ん
な
映
画
で
は
な
い
、
前
衛
的
で
さ
え
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
た
と
え
小
劇
場
と
い
え
八
カ
月
え
ん
え
ん
目
下
ま
だ

上
映
中
の
と
こ
ろ
に
庶
民
を
み
く
び
っ
て
な
ら
ぬ
大
衆
の
す
る
ど

い
感
覚
を
さ
と
る
。
ひ
と
を
馬
鹿
に
し
た
急
ご
し
ら
え
の
映
画
は

や
が
て
そ
の
監
督
を
も
大
衆
は
馬
鹿
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
「
ベ
ル
リ
ン
・
天
使
の
詩
」
は
ド
イ
ツ
映
画
の
ヴ
ィ

ム
・
ヴ
エ
ン
ダ
ー
ス
の
作
品
で
あ
り
こ
の
監
督
の
も
の
に
は
「
ア

メ
リ
カ
の
友
人
」
（
一
九
七
七
）
「
パ
リ
・
テ
キ
サ
ス
」
（
一
九
八

四
）
が
す
で
に
日
本
で
も
封
切
ら
れ
て
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
の
友

人
」
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
を
思
わ
せ
「
パ
リ
・
テ
キ
サ
ス
」
は
放
浪

の
孤
独
を
男
の
マ
ス
ク
か
ら
感
じ
さ
せ
た
。

そ
の
彼
の
「
都
会
の
ア
リ
ス
」
（
一
九
七
四
）
。
こ
れ
は
一
時
間

か
ん
か
く

五
十
一
一
分
の
モ
ノ
ク
ロ
で
全
篇
十
一
ハ
ミ
リ
感
覚
の
素
人
撮
影
ム
ー

ド
を
思
わ
せ
な
が
ら
、
こ
の
監
督
の
作
品
個
性
を
鮮
や
か
に
掴
み

と
り
得
る
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
研
究
に
は
貴
重
な
作
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
出
版
社
か
ら
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
を
た
の
ま
れ
た
ド
イ
ツ

の
作
家
が
一
行
も
書
け
な
い
ま
ま
困
り
き
っ
た
気
持
ち
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
あ
た
り
の
海
岸
、
た
ぶ
ん
コ
ニ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
で
あ
ろ

う
、
そ
の
人
っ
気
の
ま
っ
た
く
な
い
砂
原
で
海
を
見
な
が
ら
何
と

と

な
く
ポ
ラ
ロ
イ
ド
で
あ
た
り
構
わ
ず
．
ハ
チ
●
ハ
チ
と
撮
っ
て
い
る
。

､淀↓M胤黒春。

会
の
ア
リ
ス
」

？

ロ

司

者Ｉ

■

そ
し
て
キ
ャ
メ
ラ
か
ら
一
枚
ま
た
一
枚
ひ
き
だ
す
と
か
す
み
の
か

か
っ
た
う
す
ぼ
け
た
風
景
、
や
が
て
そ
れ
が
次
第
に
は
っ
き
り
と

見
え
だ
し
て
く
る
。

こ
の
作
家
が
、
出
版
社
と
の
約
束
の
旅
行
記
の
書
け
ぬ
ま
ま
、

ド
イ
ツ
へ
帰
ろ
う
と
思
い
、
空
港
へ
。
と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
の
空
港

ス
ト
で
帰
れ
な
い
。
も
う
一
泊
ア
メ
リ
カ
に
泊
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
同
じ
く
ド
イ
ツ
に
か
え
る
予
定
の
母
と
子
（
ア
リ
ス
九

歳
）
も
こ
の
日
を
あ
き
ら
め
て
ホ
テ
ル
で
一
泊
。
と
こ
ろ
が
原
稿

の
書
け
ぬ
ま
ま
の
ド
イ
ツ
の
作
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
た
ぶ
ん
四
十
歳

あ
た
り
か
）
と
偶
然
同
じ
ホ
テ
ル
。
そ
こ
で
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
リ
ュ

デ
イ
ガ
ー
・
フ
オ
ー
グ
ラ
ー
）
は
そ
の
母
と
娘
と
親
し
く
語
り
合

っ
た
そ
の
あ
く
る
日
、
目
を
覚
ま
す
と
ア
リ
ス
の
母
は
ア
リ
ス
を

ひ
と
り
残
し
て
、
置
き
手
紙
に
〃
明
日
の
正
午
エ
ム
パ
イ
ア
の
屋

上
の
見
は
ら
し
台
に
来
て
下
さ
い
。
そ
こ
で
ア
リ
ス
を
受
け
と
り

に
ま
い
り
ま
す
〃
…
…
と
つ
い
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

仕
方
な
く
あ
き
ら
め
て
ア
リ
ス
を
連
れ
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
行

く
こ
と
に
し
た
。
ア
リ
ス
は
便
所
で
泣
い
た
が
、
意
外
に
こ
の
子

は
し
た
た
か
も
の
で
「
の
ど
が
か
わ
い
た
」
「
お
な
か
が
す
い
た
」

と
平
気
で
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
そ
れ
を
買
い
に
や
ら
せ
る
。
い
ろ
い
ろ

と
旅
か
ら
旅
と
こ
の
ア
リ
ス
を
連
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
あ
が
き
が

こ
の
映
画
に
ポ
ラ
ロ
イ
ド
・
キ
ャ
メ
ラ
で
と
り
だ
し
た
写
真
の
よ

う
に
、
ぼ
や
け
て
薄
暗
く
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。 １

１５０
１
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な
映
画
を
〃
ロ
ー

ー
″
と
い
っ
て
、

た
り
電
車
に
乗
っ

で
空
を
飛
ん
だ
り

Ｂ
、
Ｂ
か
ら

聞
き
た
だ
し

も
う
、
う

ツ
ク
か
ら
財

る
〃
と
い
つ

リ
カ
の
十
ド

た
の
に
よ
く

幣
な
の
で
び

リ
ス
を
警
察

り
仕
方
な
い

×

こ
の
よ
う

ド
・
ム
ー
ピ

バ
ス
に
乗
っ

た
り
旅
客
機

は
そ
の
本
質
を
鮮
や
か
に
し
て
ゆ
き
、
こ
の
道
中
記
と
も
い
え
る

し
ゆ
う
ら
や
く
て
ん

ラ
ス
ト
、
つ
ま
り
終
着
点
を
、
ど
う
し
め
く
く
る
か
が
興
味
を

持
た
せ
る
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
り
モ
ノ
レ
ー

ス
が
知
っ
て

ド
バ
ッ
ク
か

思
わ
せ
る
。
モ
テ
ル
に
泊
っ
た
り
、
ゆ
き
ず
り
の
女
の
家
に
も
泊

め
て
も
ら
っ
た
り
、
フ
イ
リ
ッ
プ
は
ま
っ
た
く
困
り
き
り
、
ア
リ

ス
に
母
の
家
を
聞
き
た
だ
し
や
っ
と
そ
の
家
に
ゆ
く
と
そ
の
家
に

は
母
も
い
な
く
別
人
の
イ
タ
リ
ア
人
が
家
の
中
か
ら
出
て
き
て

〃
何
で
す
か
、
知
り
ま
せ
ん
″
と
返
事
す
る
始
末
。
今
度
は
ア
リ

が
く
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
を
待
つ
よ
り
仕
方
が
な
い
と
い
う
風
に
も

芸
術
を
盛
り

ラ
ス
ト
は

が
こ
の
映
画

し
な
が
ら
次
第
に
ス
ト
ー
リ
ー

イ
ッ
の
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
の
地
図
を
出
し
Ａ
か
ら

の
フ
イ
リ
ッ
プ

ル
を
下
か
ら

し
か
し
…

た
。
見
る
と
ア
メ

ル
紙
幣
か
と
思
っ

見
る
と
百
ド
ル
紙

つ
く
り
。
結
局
ァ

に
連
れ
て
ゆ
く
よ

と
決
心
す
る
。

Ｃ
と
順
番
に
そ
の
土
地
そ
の
都
市
の
名
を
ア
リ
ス
に

た
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ん
ざ
り
し
た
、
す
る
と
ア
リ
ス
は
小
さ
な
ハ
ン
ド
バ

布
を
と
り
出
し
お
札
の
一
枚
を
出
し
て
〃
こ
れ
あ
げ

の
魅
力
と
い
う
か
映
画
の
お
お
げ
さ
に
申
せ
ば
映
画

上
げ
て
ゆ
く
。

▲アリス（イエラ・ロットレンダー）
卦フィリップ（リュディガー・フォーグラー）

．
・
・
次
第
に
鮮
や
か
に
人
物
を
見
さ
だ
め
ら
れ
る
と
き

い
る
と
い
う
祖
母
の
家
の
表
の
写
真
を
小
さ
な
ハ
ン

ら
と
り
だ
し
て
こ
こ
へ
行
く
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
ド

見
た
り
し
な
が
ら
行
く
当
て
の
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
こ

ア
リ
ス
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
乗
せ
た
列
車
が
ミ
ュ
ン
ヘ

の
ア
リ
ス
つ
き
の
旅
の
〃
不
安
定
″
〃
不
安
感
″

港
轄
蕊
騨
鍔
鰯
溌
溌

１
１５１
１

ン
へ
と
走
る
そ
の
列
車
を
キ
ャ
メ
ラ
は
と
ら
え
な
が
ら
ぐ
ん
ぐ
る

遠
く
高
く
離
れ
て
ゆ
く
。
あ
た
か
も
天
使
が
空
か
ら
こ
の
列
車
の

ハ
ッ
ピ
イ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
終
着
駅
）
を
約
束
す
る
か
の
よ
う

に
。
こ
の
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
列
車
内
で
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
一
九
七

三
年
八
月
三
十
一
日
の
新
聞
を
見
つ
め
そ
こ
に
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー

ド
死
す
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
の
載
っ
て
い
る
の
を
見
つ
め
る
と
こ

ろ
も
何
と
な
く
記
録
映
画
風
で
、
し
か
も
こ
の
監
督
の
フ
ォ
ー
ド

・
フ
ァ
ン
の
こ
と
も
チ
ラ
と
知
ら
さ
れ
る
。
．

ＡＬＩＣＥＩＮＤＥＮＳＴＡＤＴＥＮ－ロード・ムービー＜３部作＞の内、初期
の第１作目。東海岸からニューヨーク、アムステルダム、西ドイツを巡る作家
と少女の旅が1 6 ミリにより撮影されている。関西では来春公開予定。
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回
中
央
区
北
野
町
１
１
３
新
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ｂ
３
Ｆ
Ⅷ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ⅲ
Ｐ
Ｍ
年
中
無
休

雷
２
６
２
ｉ
２
２
１
０

☆
お
嬢
さ
ん
と
過
ご
す

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
い
か
が
？

学
生
の
町
岡
本
で
、
本
格
的

フ
ラ
ン
ス
料
理
が
気
軽
に
楽
し

め
る
と
評
判
の
ボ
ニ
ー
タ
は
、

実
は
甲
南
女
子
大
学
の
学
生
食

堂
。
去
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
頃
は
学
生
客
が
多
か
っ
た

が
、
今
で
は
一
般
の
固
定
客
も

多
い
と
い
う
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
老
舗
神
戸
精
養
軒
の
味
だ

か
ら
。
繊
細
な
味
わ
い
が
定
評

の
洋
風
懐
石
は
、
和
食
器
で
い

た
だ
く
フ
ラ
ン
ス
料
理
（
２
５

０
０
円
と
５
０
０
０
円
。
要
予

約
）
。
他
に
日
替
り
デ
ナ
ィ
ー

や
５
０
０
０
円
前
後
で
コ
ー
ス

も
楽
し
め
る
。
お
嬢
さ
ん
方
に

人
気
な
の
は
ケ
ー
キ
タ
イ
ム
。

お
友
達
と
の
お
喋
り
も
は
ず
み

ま
す
。

函
東
灘
区
岡
本
１
１
５
１
５
（
Ｊ
Ｒ
本
山

駅
北
）
爾
幅
Ｉ
Ｏ
１
６
０

ｍ
Ａ
Ｍ
ｌ
９
Ｐ
Ｍ
月
曜
休

☆
酒
と
手
料
理
が

静
か
に
楽
し
め
る

鶴

☆
ス
テ
ー
キ
の
泊
瀬
川
に

懐
石
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場

本
格
派
ス
テ
ー
キ
で
お
馴
染

み
の
泊
瀬
川
が
、
今
年
８
月
か

ら
懐
石
料
理
を
始
め
た
。
ス
テ

ー
キ
に
季
節
の
味
を
加
え
た
お

ま
か
せ
料
理
が
、
華
。
７
０
０

０
円
、
雅
・
５
０
０
０
円
。
お

手
軽
な
所
で
は
、
泊
瀬
川
弁
当

３
０
０
０
円
、
造
り
定
食
２
０

０
０
円
、
天
鉄
羅
定
食
２
０
０

０
円
が
あ
る
。
「
ス
テ
ー
キ
と

共
に
、
旬
の
味
を
存
分
に
味
わ

っ
て
い
た
だ
く
の
が
長
年
の
夢

で
し
た
か
ら
」
と
話
す
マ
ス
タ

ー
の
言
葉
通
り
、
単
品
メ
ニ
ュ

ー
に
も
季
節
感
あ
ふ
れ
る
逸
品

が
多
い
。
中
で
も
海
老
フ
ラ
イ

は
絶
品
。
お
土
産
も
色
々
、
２

０
０
０
円
か
ら
。

び
っ

3Ｆ

２Ｆのお座敷で懐石料理を

蕊

回
中
央
区
三
宮
町
２
１
９
１
３
哲
迩
Ｉ

６
５
１
６
月
曜
体
側
．
．
”
Ａ
Ｍ
ｌ
３
Ｐ

Ｍ
５
１
９
Ｐ
Ｍ

☆
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
デ
ザ
ー
ト

オ
ー
パ
Ｂ
３
Ｆ
に
誕
生
し
た

ワ
グ
ラ
ム

Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｍ
に
女
の
子
の
視

線
が
集
中
。
フ
ル
コ
ー
ス
メ
ニ

罰

１
－
、
と
い
っ
て
も
お
菓
子
の

コ
ー
ス
な
ん
で
す
。
甘
い
だ
け

が
お
菓
子
で
は
な
い
、
と
い
う

わ
け
で
コ
ー
ス
は
旬
の
野
菜
を

デ
ザ
ー
ト
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

オ
ー
ド
ヴ
ル
に
始
ま
り
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
と
マ
ス
カ
ッ
ト
ワ
イ

ン
、
メ
イ
ン
は
例
え
ば
フ
ル
ー

ツ
の
グ
ラ
タ
ン
風
、
そ
し
て
ク

ッ
キ
ー
、
最
後
は
脂
肪
分
を
と

る
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
テ
茶
で
し
め

く
く
り
。
１
カ
月
単
位
で
変
わ

る
メ
ニ
ュ
ー
は
常
時
３
種
類

（
各
１
５
０
０
円
）
・
６
種
類
か

ら
３
種
類
の
デ
ザ
ー
ト
を
選
べ

る
ア
ラ
カ
ル
ト
も
あ
り
ま
す
。

蕊
これがウワサのケーキのフルコース

鋳
鐸
識
噸
鐸
癖
織
蝉
副
鍵
鱗

152

お酒落な雰囲気で気軽な仏料理をどうぞ

《

驚
哩

斜

に
卜
本
当

岬
癖
滑
坐
咋
拙

☆
崖
卜
め
に
、４月に

オ
ー
プ
ン
し
た
バ
ー
・
毘

帯
。
先
月
は
姉
妹
店
の
萩

原
加
誹
店
・
瑚
誹
倶
楽
部

と
共
に
ジ
ャ
ズ
＆
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
を

見
せ
て
い
る
。

ま
だ
昆
帯
に
馴
染
み
の

な
い
方
に
お
勧
め
し
た
い

の
が
、
日
曜
の
夜
の
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
。
２
ド
リ
ン

ク
＋
１
デ
ィ
ッ
シ
ュ
で
、

お
一
人
様
２
０
０
０
円
。

午
後
４
時
か
ら
加
時
ま
で

の
お
得
な
セ
ッ
ト
だ
。
平

日
は
午
後
５
時
か
ら
８
時

瀞

ま
で
、
ト
ワ
イ
上
フ
イ
ト
・
ア

ワ
ー
の
セ
ッ
ト
が
あ
る
。

瑚
誹
倶
楽
部
で
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
の
後
は
、
皇
需
で

大
人
の
時
間
を
ど
う
ぞ
。

国
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
１
‐
Ⅶ

玉
広
第
２
ビ
ル
７
Ｆ
麓
３
３
３
１

９
３
０
６
無
休
５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
岨
Ａ

Ｍ
日
曜
の
み
４
１
幻
Ｐ
Ｍ
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ニ
ュ
ー
も
大
根
と
厚
揚
げ
の
煮

も
の
、
え
の
き
と
し
め
じ
の
酒

蒸
な
ど
家
庭
料
理
が
一
品
５
，

６
０
０
円
と
手
ご
ろ
。
一
人
２

０
０
０
円
も
あ
れ
ば
十
分
。

８
席
の
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の

小
さ
な
店
だ
が
、
静
か
に
流
れ

る
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
な
が
ら
、
充

実
し
た
時
が
過
ご
せ
る
。

国
中
央
区
加
納
町
４
１
６
１
４
ピ
ク
ト

リ
ー
ピ
ル
Ｂ
１
酋
迦
１
２
３
７
２

６
Ｐ
Ｍ
Ｉ
旭
Ａ
Ｍ
日
祝
休

☆
隠
れ
家
的
ス
ペ
ー
ス
の

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
バ
ー

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
で
は
ざ

わ
め
い
て
い
て
な
か
な
か
落
ち

着
か
な
い
、
か
と
言
っ
て
ス
ナ

ッ
ク
に
は
足
が
向
か
な
い
っ
て

時
が
飲
み
に
行
く
と
結
構
多
い

で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
時
に
ぜ
ひ

お
勧
め
な
の
が
東
門
街
の
中
間

雰囲気は以前のままに

キ
ッ
チ
ン
バ
ー
。
ガ
リ
バ
ー

は
ｎ
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
。
料
理
が
好
き
で
、
好

き
で
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
松
井

さ
ん
が
、
一
人
で
切
り
盛
り
し

て
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
バ
ー
と
い
う
名
の

通
り
、
お
酒
だ
け
で
な
く
、
松

井
さ
ん
の
手
料
理
が
自
慢
。
メ

１
１５３
１

に
あ
る
上
海
。
名
前
か
ら
受
け

る
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
内

装
は
シ
ッ
ク
な
木
造
の
カ
フ
ェ

・
バ
ー
感
覚
、
そ
し
て
料
理
の

方
は
絶
品
の
中
華
と
、
雰
囲
気
、

味
の
両
方
に
満
足
で
き
る
。

ま
た
も
っ
と
愉
し
い
事
に
、

如
月
末
か
ら
裏
手
に
同
名
の
隠

れ
家
的
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
バ
ー

オーナーの松井さん

ツ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
、
ラ
ン
チ
、

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
、
バ
ー

＆
グ
リ
ル
の
４
タ
イ
プ
で
構
成

し
、
〃
フ
ラ
ン
ス
料
理
″
の
枠

を
あ
え
て
と
り
の
ぞ
き
、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
。

シ
ン
プ
ル
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
食
事
が
楽
し
め
る
雰
囲
気
は

以
前
の
レ
ト
ロ
そ
の
ま
ま
に
、

ト
ー
タ
ル
な
楽
し
み
が
で
き
る

ニ
ュ
ー
・
レ
ト
ロ
は
、
も
っ
と

長
い
時
間
、
も
っ
と
く
つ
ろ
い

だ
時
間
を
届
け
て
く
れ
る
。

図
中
央
区
明
石
町
鋤
奮
釧
Ｉ
Ｏ
６
０
１

平
日
／
９
Ａ
Ｍ
ｉ
ｌ
Ａ
Ｍ
休
日
／
加
．
、

釦
Ａ
Ｍ
ｌ
Ｏ
Ａ
Ｍ
水
曜
休

鰯
、
も
オ
ー
プ
ン
。
こ
こ
も
見
逃
せ

な
さ
そ
う
。

回
中
央
区
下
山
手
通
１
１
３
１
５
康
新
ビ

ル
２
Ｆ
貧
麺
１
８
４
２
８
６
Ｐ
Ｍ
Ｉ

吃
Ａ
Ｍ
ビ
ー
ル
￥
６
０
０
１
幅
名
ｌ

あ
名
の
パ
ー
テ
ィ
可

★
ブ
ロ
ッ
ク
釦
に

レ
ト
ロ
が
オ
ー
プ
ン

ブ
ラ
ッ
セ
リ
ー
・
レ
ト
ロ
が

カ
フ
ェ
・
レ
ト
ロ
と
し
て
ｎ
月

１
日
、
ブ
ロ
ッ
ク
釦
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
営
業
時
間
を
、
ブ
レ

ウッディ調の雰囲気を
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＝＝ q 乏鐸一

今
年
の
受
賞
者
は
次
の
灯
人

１
団
体
。

回
岡
田
正
治
（
郷
土
史
編
纂
）
西
月
逸
男

（
陶
芸
館
速
営
）
服
部
清
美
（
刺
し
ゅ
う
）

伊
禰
恵
夫
（
公
民
館
活
動
）
瀧
ミ
ズ
ェ

（
茶
道
）
松
葉
い
と
ゐ
（
民
謡
伝
承
）
岡

本
勲
（
郷
土
史
編
集
）
西
海
誰
薙
（
能
楽

会
）
楠
本
喬
雄
（
音
楽
）
岸
根
寛
次
良

（
木
彫
）
西
山
寵
（
染
色
工
芸
）
柳
津
忠

（
民
話
保
存
）
赤
松
術
（
但
馬
文
化
研

究
）
赤
野
太
刀
振
り
保
存
会
、
西
端
末
階

（
陶
芸
）
膳
脚
勘
有
（
日
本
舞
踊
）
菊
川

兼
男
（
淡
路
民
俗
研
究
）
没
岡
き
み
子

（
淡
路
発
掘
調
査
）
以
上
敬
称
略
。

☆
自
閃
ご
園
桝
・
旨
倭
、

今
年
も
神
戸
市
民
ク
リ
ス
マ

ス
が
岨
月
哩
日
（
水
）
（
６
．
・
訓

☆
地
域
に
根
ざ
し
て

ｌ
と
も
し
び
の
賞
Ｉ

長
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
の

向
上
に
尽
く
し
た
人
を
た
た
え

表
彰
す
る
「
と
も
し
び
の
賞
」

め
て
い
る
。
特
に
子
ど
も
に
は

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

を
ド
ー
マ
ン
博
士
は
次
の
よ
う

に
表
現
す
る
。
「
ど
ん
な
子
ど

も
で
も
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ピ
ン

チ
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
」
。脳

性
マ
ヒ
、
精
神
薄
弱
な
ど

脳
に
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

に
、
治
療
法
は
な
い
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
ド
ー
マ
ン
博
士
は

「
脳
は
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
成

長
す
る
」
を
持
論
に
、
ア
メ
リ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル式

に
岸
塗
庫

霊
県
公
館

で
行
わ

れ
た
。

風景

月式
1 6 が
日１１

の
受
賞

州

１
８
．
．
釦
）
文
化
中
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
。
１
９
５
９
年
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
団
神
戸
教
会
で

最
初
に
開
催
さ
れ
た
神
戸
市
民

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
真
の
意
味
を
市
民
に
広
げ
る

こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
。

単
な
る
祭
り
に
す
ぎ
な
い
日

本
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
音
楽
や

劇
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
愛

を
見
つ
め
直
す
一
日
。
会
場
で

は
募
金
を
っ
の
り
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
で
飢
え
や
医
療
不
足
に
苦
し

む
人
々
の
援
助
活
動
に
あ
て
る

ま
た
岨
月
加
日
（
土
）
に
は
三

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
送
ら
れ
る
。

★
脳
障
害
に
光
／
、

驚
異
の
療
法

人
間
は
数
々
の
可
能
性
を
秘

手
や
足
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ

て
治
療
す
る
こ
の
画
期
的
な
療

法
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
世
界
中
の
障
害
児
を
持
つ

親
に
希
望
の
光
を
与
え
て
い

る
。
日
本
人
も
多
数
治
療
を
受

け
た
が
元
騎
手
の
福
永
さ
ん
も

そ
の
一
人
。
ま
た
脳
障
害
児
の

驚
異
の
回
復
ぶ
り
か
ら
、
健
常

児
も
も
っ
と
才
能
を
伸
ば
せ
る

は
ず
、
と
幼
児
の
才
能
開
発
に

も
大
変
力
を
い
れ
て
い
る
。
こ

の
驚
異
の
療
法
は
、
次
の
２
冊

の
本
で
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
子
ど
も
の
知
能
は
限
り
な
く
」
、
「
奇

跡
の
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
」

を
町
で
キ

幸
ヤ
ロ
ル

唾
が
行
わ

唖
れ
、
こ

真
の
日
の

献
金
も

宮
、
Ｉ
元

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら

学
校
教
育
で
重
要
な
人
間
形
成
は
、

教
師
と
子
ど
も
や
子
ど
も
ど
う
し
の
人

間
関
係
の
中
で
も
育
て
ら
れ
こ
と
も
多

い
の
で
す
。

謎
謹
学
校
と
の
交
流
授
業
で
き
た
障

害
児
の
一
人
の
手
を
先
生
が
じ
っ
と
握

っ
て
い
ま
す
。

手
を
離
す
と
彼
は
す
で
に
近
く
の
人

を
つ
れ
る
そ
う
で
す
。
ク
ラ
ス
の
話
合

い
で
、
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
手
を
離

し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
次
の
時
に
手
か
離
す
と
、
す
ぐ
つ

ね
り
始
め
ま
し
た
。
つ
れ
ら
れ
た
子
は

泣
き
だ
し
ま
し
た
が
、
次
か
ら
は
パ
ッ

と
逃
げ
だ
し
ま
す
。
そ
し
て
遊
び
の
よ

う
に
走
り
廻
っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
は

ワ
シ
と
泣
い
て
床
に
坐
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。そ

し
て
そ
の
日
か
ら
彼
は
つ
れ
る
こ

と
を
や
め
ま
し
た
。
養
護
学
校
で
は
逃

げ
ら
れ
る
子
は
い
な
か
っ
た
し
、
先
生

は
術
く
て
も
が
ま
し
て
い
た
。
し
か
し

彼
に
は
つ
れ
る
こ
と
だ
け
が
人
と
関
わ

る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
組
で
は
逃
げ
ま

わ
っ
て
ふ
れ
さ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

思
い
が
け
い
反
応
に
あ
い
、
ど
う
す
れ

ば
人
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
か
、
気
づ
い

た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
が
遊
び
に

夢
中
に
な
り
も
ら
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
子
が
励
ま
し
て
雑
布
で

拭
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
夜
彼
は
母
親

に
初
め
て
排
池
を
知
ら
せ
た
そ
う
で

す
。
子
ど
も
の
間
で
の
教
育
力
で
す
。

ｌ
あ
る
母
親
の
記
録
よ
り
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
町
御
幸
通
八
’
一
－
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前

衝
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

154

縄鰯
い術外しを開間カァ
ずを科た開発能にメ
、用手 ･ 設所力人リ
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１
１５５
１

議

池昌

★
奇
想
天
外
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ァ
三
浦
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
博
学
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
〃
キ
ュ
ー
ベ

" 稲垣美穂子さん

年
の
２

楽
し
み
。
画
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
そ
の
テ
イ
チ
ク
よ
り
岨
月
５
口
、

汁
人
気
作
家
夫
婦
、
コ
ー
ヒ
博
中
で
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ら
し
い
企
画
が
Ｃ
Ｄ
、
Ｌ
Ｐ
、
テ
ー
プ
同
時
発

物
館
を
訪
問
期
間
中
の
毎
週
土
暇
日
の
第
２
売
。

去
る
ｎ
月
２
日
、
》
・
一
浦
朱
門
便
（
晦
・
・
鋤
発
）
の
ワ
イ
ン
の
☆
街
の
中
に
冒
険
は
あ
る

曽
野
綾
子
御
夫
妻
が
Ｕ
Ｃ
Ｃ
．
利
き
酒
会
。
出
港
後
加
分
頃
」
《
路
上
観
察
学
会
近
畿
本
部
改

Ｉ
上
Ｉ
博
物
館
を
訪
問
し
た
。
り
、
月
刊
〃
た
る
″
（
酒
の
雑
め
、
都
市
探
険
家
倶
楽
部
の
設

三
浦
さ
ん
が
文
化
庁
長
官
当
誌
）
の
さ
か
も
り
か
ず
こ
副
編
立
記
念
式
式
典
が
哩
月
ｕ
日
大

時
に
提
唱
し
た
国
民
文
化
祭
が
集
長
や
今
井
商
店
・
今
井
拓
雄
阪
の
中
之
島
公
会
堂
小
ホ
ー
ル

今
年
は
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
、
社
長
な
ど
毎
回
、
各
界
の
酒
通
に
て
開
催
さ
れ
る
。
同
倶
楽
部

そ
の
招
き
で
来
ら
れ
た
時
に
寄
に
よ
る
〃
コ
ル
ク
の
上
手
な
抜
峰
都
市
の
路
上
観
察
学
の
実

ら
れ
た
も
の
。
き
方
、
ワ
イ
ン
の
飲
み
ご
ろ
″
践
に
基
づ
く
「
ウ
オ
ッ
チ
ン

諸
岡
館
長
の
案
内
で
館
内
を
と
い
っ
た
ワ
イ
ン
談
義
の
後
、
グ
」
、
建
築
、
都
市
に
関
す
る

一
巡
、
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
。
へ
デ
イ
参
加
者
の
利
き
酒
会
が
催
さ
れ
勉
強
会
な
ど
の
活
動
を
行
い
、

図
書

ガ
イ
ド

瀞写莫集・神戸地方裁判所神
戸
弁
謹
士
会

・
編

昭
和
閃
年
３
月
、
鴎
年
間
の
歴
史
に

群
を
下
ろ
し
た
神
戸
地
方
裁
判
所
庁
舎

の
雄
姿
が
建
っ
た
。
写
真
は
本
誌
の
近

代
洋
風
建
築
シ
リ
ー
ズ
で
お
馴
染
み
の

高
橋
裕
調
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
ド

イ
ツ
ル
ネ
サ
ン
ス
械
式
の
威
厳
あ
る
建

物
、
重
厚
な
内
装
が
実
に
美
し
い
。
こ

の
裁
判
所
を
〃
職
場
“
と
し
て
過
ご
し

て
き
た
神
戸
弁
護
士
会
の
熱
い
思
い
が

実
っ
た
貴
重
飯
と
い
え
よ
う
。

（
神
戸
新
側
総
合
出
版
セ
ン
タ
‐
‐

一
翻
繍
聯
醒
遠
鍋
廉
や
雛

こ
の
本
は
太
る
休
貿
を
改
善
す
る
こ

と
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
、
疲
れ
雲
だ
る

さ
、
か
ら
だ
の
冷
え
、
生
理
不
腫
、
貧

血
な
ど
、
現
代
人
の
肥
識
の
原
因
を
と

り
除
き
な
が
ら
、
健
康
的
に
無
理
な
く

や
せ
る
方
法
を
提
唱
し
て
い
る
。

個
人
の
体
質
を
中
心
に
考
え
る
、
漢

方
の
薬
膳
と
、
遠
赤
外
線
と
い
う
最
新

の
科
学
が
合
体
し
た
現
代
生
活
に
ビ
ッ

ク
リ
の
食
事
家
法
。

（
リ
ヨ
ン
社
刊
１
０
０
０
門
）

蕊 鍵
，諦悪蒜過のか鮫３
: ｡ 嘘寵哩職滅諦
ｇ認添雛ぅ，皇鰯謹

畠蝿穂

鐙
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１
５６
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

「
現
実
の
街
・
理
想
の
都
市
」

を
追
及
し
、
「
街
づ
く
り
」
に

対
し
て
市
民
と
し
て
積
極
的
に

発
言
し
て
い
く
。

当
日
は
（
ｉ
）
設
立
式
典
（
菰
）

都
市
探
険
大
演
説
会
（
弁
士
・

重
村
カ
氏
…
神
戸
大
学
工
学
部

講
師
建
築
家
）
（
通
）
幻
灯
上
映

会
（
ｗ
）
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

る
。
参
加
費
は
一
般
１
５
０
０

円
、
学
生
１
２
０
０
．
晩
餐
会

は
一
律
３
５
０
０
円
。
尚
、
当

日
の
服
装
は
セ
ミ
フ
ォ
ー
マ
ル

■
予
約
、
問
合
わ
せ
は
〒
”
西
宮
郵
便

局
私
書
箱
和
号
足
立
直
哉
さ
ん
唇
０
７

９
８
１
泊
１
６
２
０
８
ま
で

★
家
族
そ
ろ
っ
て
聖
夜
の
音
楽

〈
云岨

月
ｎ
日
（
日
）
２
：
０
０
よ

り
、
葦
合
文
化
セ
ン
タ
ー
あ
い

〃
海
側
か
ら
港
や
街
を
見

る
〃比

較
的
穏
や
か
な
秋
の

海
。
港
で
は
鴎
が
ゆ
っ
く
り

舞
い
飛
ぶ
、
お
馴
染
の
港
な

ら
で
は
の
光
景
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
最
近
神

戸
の
港
に
は
船
が
少
な
い
な

あ
と
、
従
来
の
突
堤
を
見
な

花時計

聖夜と音楽と

ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
曲
目
は

Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
、
ラ
プ
ソ
デ

ィ
。
イ
ン
・
ブ
ル
ー
な
ど
、
誰

も
が
楽
し
め
る
も
の
ば
か
り
。

入
場
料
は
一
般
１
０
０
０
円

（
当
『
日
１
２
０
０
円
）
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
券
４
人
ま
で
３
０
０
０
円

（
前
売
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ
…
葺
合
文
化
セ
ン
タ
ー

麓
迦
ｌ
Ｏ
４
１
１
ま
で

あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
マ
リ

ン
バ
と
歌
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
る
。
演
奏
は
神
戸
マ
リ

が
ら
そ
う
思
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
港
を
東

か
ら
順
番
に
西
ま
で
見
て
み

る
と
港
の
機
能
が
今
ま
で
の

港
と
は
ま
る
で
変
っ
て
い

て
、
結
構
、
船
は
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
な
ど
に
ち
ら
ば
っ
て

停
泊
し
て
い
る
の
に
ぶ
つ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

見
た
眼
に
は
港
に
船
が
少

な
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
貨

物
の
取
扱
い
量
の
数
字
は
減

っ
て
い
な
い
。
素
直
に
、
不

思
議
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

港
を
一
巡
し
て
見
る
と
コ
ン

テ
ナ
や
貨
物
の
取
扱
い
量
は

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
理
解

☆
Ｎ
Ｅ
Ｃ
神
戸
サ
ン
ト
ピ
ア

デ
ザ
イ
ン
画
大
募
集
／
、

〃
あ
な
た
の
神
戸
の
イ
メ
ー

ジ
は
？
〃
ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
神
戸
支

社
で
は
神
戸
の
街
を
自
由
に
表

現
し
た
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
、

優
秀
作
品
を
も
と
に
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
シ
ー
ト
を
用
い
て
サ
ン
ト

ピ
ア
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
ウ
イ
ン

ド
ウ
ガ
ラ
ス
面
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
。・

応
募
期
間
血
月
１
日
１
１
月
虹
日
ま

で
・
応
募
方
法
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
（
横

に
使
用
）
に
描
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
画
と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

作
品
・
作
品
タ
イ
ト
ル
を
別
紙
に
記
入

の
う
え
、
〒
剛
中
央
区
束
町
伽
番
地

日
本
電
気
株
式
会
社
神
戸
支
社
デ
ザ
イ

ン
画
募
集
係
ま
で

符

☆
脚
本
家
の
香
村
菊
雄
さ
ん
が
、
伊
丹

第
一
ホ
テ
ル
の
ご
近
所
に
嘱
居
さ
れ
ま

し
た
。
新
住
所
〒
耐
伊
丹
市
中
央
区
５

丁
目
３
１
皿
言
０
７
２
７
（
”
）
１
８
０

し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
〃
海

側
か
ら
港
や
街
を
見
る
″
機

会
は
少
な
い
。

こ
れ
が
神
戸
港
な
の
か
と

驚
ろ
い
た
。
部
分
的
だ
が
情

け
な
い
ほ
ど
汚
な
い
。
思
わ

ず
目
を
そ
む
け
る
所
も
あ
る

神
戸
港
は
日
本
一
の
港
で

は
な
い
か
、
と
そ
の
水
際
を

も
っ
と
椅
麗
に
出
来
な
い
も

の
か
勿
論
、
全
部
が
全
部
で

は
な
い
が
。
港
を
続
麗
に
す

る
月
間
な
ど
設
け
て
市
民
有

志
で
港
の
水
際
の
デ
ザ
イ
ン

を
し
、
汚
れ
た
所
を
椅
麗
に

す
る
運
動
を
提
唱
し
た
い
。

（
Ｙ
）

☆
国
際
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
を
主
宰

す
る
海
野
光
子
先
生
が
、
兵
庫
県
教
職

員
組
合
よ
り
、
社
会
文
化
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

☆
本
誌
〃
動
物
園
飼
育
Ｅ
記
″
の
執
筆

者
亀
井
一
成
さ
ん
（
王
子
動
物
園
飼
育

係
）
に
、
ｎ
月
４
日
初
孫
の
文
典
く
ん

が
誕
生
。
い
よ
い
よ
お
じ
い
ち
ゃ
ぁ
’

ん
。☆

詩
人
の
西
本
昭
太
郎
さ
ん
が
転
居
。

〒
雌
兵
庫
区
荒
田
町
３
１
皿
－
町
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
大
石
畑

☆
能
楽
師
（
観
世
流
）
の
藤
谷
政
和
さ

ん
が
十
月
十
五
日
に
肺
梗
塞
で
急
せ
い

さ
れ
、
十
月
十
八
日
に
上
田
能
楽
堂
で

ご
葬
儀
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
蛇
月
、
日
（
土
）
狙
・
・
卯
Ｉ
型
：
ｍ

に
、
北
野
町
の
〃
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー

ル
〃
（
高
嶋
ゆ
き
ゑ
さ
ん
）
（
ヒ
ル
サ
イ

ド
テ
ラ
ス
４
Ｆ
）
窟
叩
（
唖
）
７
２
２
２

で
、
明
日
の
関
西
を
担
う
若
い
人
々
、

関
西
在
住
の
カ
タ
カ
ナ
職
業
人
達
の
為

の
交
流
会
を
企
画
。
第
１
回
コ
ー
ト
ダ

ジ
ュ
ー
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
服
催

す
る
。
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
井
筒
和
幸

監
督
（
「
ガ
キ
帝
国
」
「
二
代
目
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
』
等
を
発
表
し
た
異
才
）
。

募
築
人
員
釦
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
カ
メ
ラ
を

通
し
て
見
た
時
代
風
俗
」
参
加
没
１
万

円
（
料
飲
含
む
）

篇Ｉ ☆
環
境
造
形
Ｑ
の
山
口
牧
生
、
増
田
正

和
、
小
林
陸
一
郎
の
作
家
た
ち
は
、
二

十
年
を
迎
え
た
こ
の
秋
、
数
々
の
作
品

を
神
戸
に
、
ま
た
日
本
各
地
に
創
っ
て

こ
の
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
を
解
散
さ
れ
ま
し

た
。
本
誌
も
、
昨
年
春
、
メ
リ
ケ
ン
パ

ー
ク
に
誕
生
し
た
〃
映
画
記
念
碑
″
の

建
造
で
お
世
に
な
り
、
と
の
愛
す
べ
き

記
念
碑
が
最
後
の
大
作
と
な
り
ま
し

た
。
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☆
非
常
に
気
持
ち
の
い
い
や
つ
だ
な
あ
／
、

’
三
カ
月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
興
業
も
、
ち
ょ
う
ど
半
ば
を
過
ぎ

ま
し
た
ね
。

近
藤
え
え
、
や
つ
と
。
で
も
、
ま
だ
半
分
あ
る
ん
か
い
な
と
思

う
と
、
う
そ
み
た
い
や
。

’
だ
い
ぷ
ん
神
戸
弁
に
な
っ
て
き
た
ん
と
ち
が
い
ま
す
か
？

近
藤
い
や
、
神
戸
弁
と
い
う
か
ね
、
関
西
弁
か
神
戸
弁
か
大
阪
弁

爵

函』

騨蕊鱗蕊§蕊
再ヤ

鴬

美男ｲﾝﾀビｭｰ
新神戸オリエンタル劇場
「仮名手本忠臣蔵｣ 主演の

詞

蕊 灘繍繍》鱗
巽電洋縄f 錘

鴬
_ _ 証謎鐙

錬灘難

鑑
謡離選

篭

近藤正臣さん
テレビで浅野内匠頭
舞台で大星由良之介

十
月
五
日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
三
カ
月
間
ロ
ン
グ
ラ

ン
興
行
の
幕
を
切
っ
た
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
の
「
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」
。
な
か
日
を
迎
え
て
人
気
は
一
向
に
衰
え
を
見
せ
ず
、

連
日
の
大
賑
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
の
魅
力
を
探
る
べ
く
、
主

演
と
し
て
或
い
は
座
長
と
し
て
大
活
躍
の
近
藤
正
臣
さ
ん
を
、
本

誌
副
編
集
長
小
泉
美
喜
子
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
テ
ン
ガ
ロ
ン
ハ
ッ

ト
を
目
深
か
に
か
ぶ
り
、
藍
染
め
の
暖
簾
の
か
か
っ
た
自
ら
の
楽

屋
で
気
さ
く
に
迎
え
て
下
さ
っ
た
近
藤
さ
ん
。
は
て
さ
て
、
ど
ん

な
話
が
聞
け
ま
す
こ
と
や
ら
…

J 靴

鴬

＃
驚鶴識

篭

§蕊§蕊

篭

爵

鞭
津
・
吋
出

鴬

鴬
篭

睦鍵灘豊灘睦鍵灘豊灘鐘鍵蕊
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』廷

そ
の
日
で
（
笑
）
。

ｌ
今
度
の
演
出
は
ど
う
で
し
た
か
？

近
藤
う
’
ん
、
よ
く
考
え
て
み
た
ら
大
星
由
良
之
助
と
い
う
人

間
に
は
、
さ
し
た
る
ド
ラ
マ
が
な
い
わ
け
で
、
全
部
そ
の
場
そ
の

場
の
ド
ラ
マ
を
し
よ
っ
た
人
間
た
ち
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
そ
れ
を

う
ま
く
振
り
分
け
て
ゆ
く
と
い
う
役
目
だ
け
で
す
か
ら
ね
え
、
個

人
の
ド
ラ
マ
と
し
て
は
由
良
之
介
に
は
別
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
だ
か
ら
何
を
芯
に
し
て
や
っ
た
ら
い
い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
わ

か
り
に
く
い
所
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
。
い
わ
ゆ
る
辛
抱
役
と
い
う

や
つ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
え
。

ｌ
陶
良
之
介
に
対
し
て
の
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

近
藤
僕
の
実
際
年
齢
よ
り
一
つ
下
な
ん
で
す
ね
え
、
そ
れ
を
思

う
と
そ
の
年
で
も
っ
て
あ
れ
だ
け
の
思
慮
分
別
を
持
っ
て
い
た
昔

の
人
達
、
五
十
に
な
っ
た
ら
死
ぬ
ん
だ
っ
て
い
う
覚
悟
が
で
き
て

た
人
た
ち
の
大
人
ぷ
り
と
現
代
人
の
そ
れ
と
は
ど
え
ら
い
違
い
が

あ
る
っ
て
い
う
、
今
で
言
え
ば
本
当
に
や
っ
と
七
十
、
八
十
歳
ぐ

ら
い
で
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
境
地
に
、
当
時
で
は
す
で
に
四
十

五
、
六
の
男
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
、
そ
し
て
そ
れ
は
決
し
て
由

良
之
介
だ
け
じ
ゃ
な
し
に
、
そ
の
時
代
、
ご
ろ
ご
ろ
い
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
…
そ
う
思
う
と
、
り
っ
ぱ
な
男
が
多
か
っ
た
ん
だ
ろ
う

ね
え
。

’
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
所
は
ど
う
い
う
所
で
し
ょ
う
。

近
藤
職
業
に
対
す
る
責
任
感
と
美
意
識
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
え
。
あ
の
時
代
の
武
士
、
武
家
と
い
う
の
は
総
べ
て

が
家
に
つ
な
が
る
、
禄
を
離
れ
た
ら
家
が
な
く
な
る
わ
け
だ
か
ら

も
う
武
士
で
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
由
良
之
介
は

精
根
は
武
士
の
ま
ん
ま
で
何
と
か
つ
っ
ぱ
り
切
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い

う
、
そ
こ
い
ら
あ
た
り
が
自
分
の
い
た
場
所
、
依
っ
て
立
つ
仕

事
、
職
業
み
た
い
な
も
の
に
対
す
る
責
任
と
美
意
識
み
た
い
な
も

の
が
く
っ
き
り
貫
通
さ
れ
て
る
、
非
常
に
気
持
ち
が
い
い
や
つ
だ

な
あ
と
思
い
ま
す
ね
え
。

☆
と
に
か
く
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
ノ

ー
「
お
か
る
」
を
ば
じ
め
、
様
為
な
女
が
で
て
来
ま
す
が
、

ど
の
女
が
お
好
き
で
す
か
？

１
１５９
１

た
わ
け
が
わ
か
れ
へ
ん
。
む
ち
や
く
ち
や
、
ほ
ん
ま
に
。
〃
も

う
疲
れ
た
〃
な
ん
て
ほ
っ
と
し
た
言
葉
は
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
し

ね
。
〃
あ
と
３
日
″
と
な
れ
ば
別
や
け
ど
。

’
三
時
間
半
と
言
え
ぱ
ね
え
。

近
藤
出
て
る
時
間
、
実
一
質
時
間
は
そ
う
長
く
は
な
い
ん
で
す
が

ね
え
、
や
っ
ぱ
り
結
構
き
つ
い
も
ん
で
す
ね
え
、
こ
れ
は
。

ｌ
見
る
方
も
な
か
な
か
ほ
っ
と
す
る
場
が
な
い
く
ら
い
で
す

も
の
ね
え
。

近
藤
幕
間
も
短
か
い
し
ね
え
。

ｌ
か
な
り
緊
張
感
が
あ
る
で
し
よ
、
ず
つ
と
．

近
藤
ふ
つ
う
一
カ
月
の
芝
居
で
も
、
よ
』
フ
「
中
だ
る
み
」
と
か

言
い
ま
す
よ
ね
え
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
カ
月
の
芝
居
が
中
だ
る
み

せ
ん
の
は
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
が
が
ん
ば
っ
て
る
か
ら
で
し
ょ
う

ね
え
。
す
ご
い
で
す
ね
え
。

ｌ
座
長
と
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？
面
倒
見
が
い
い
と
評
判

で
す
が
。

近
藤
い
さ
さ
か
疲
れ
て
来
て
、
だ
ん
だ
ん
面
倒
見
が
悪
く
な
っ

て
来
た
（
笑
）
。

ｌ
嶋
川
さ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
は
い
つ
で
す
か
？

近
藤
い
や
、
最
初
は
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

ね
、
彼
が
役
者
だ
っ
た
頃
。
で
も
、
〃
出
会
っ
た
″
と
は
っ
き
り

意
識
が
あ
る
の
は
当
然
彼
の
演
出
の
『
に
ご
り
え
』
に
出
演
し
た

時
か
な
あ
。
ま
あ
、
そ
の
辺
で
会
っ
た
り
し
た
ら
、
よ
く
話
し
た

り
し
て
ま
し
た
け
ど
ね
え
。

ｌ
で
も
、
や
っ
ぱ
り
姥
川
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
役
者
と
い

う
の
は
、
何
か
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
軽
や
か
と
い
う

か
、
し
な
や
か
と
い
う
か
…

近
藤
で
も
、
俺
な
ん
か
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね
え
、
別
に
雌
川

さ
ん
の
お
気
に
入
り
と
い
う
風
に
は
全
然
思
っ
て
な
い
ん
だ
け
ど

も
ね
え
。

’
一
力
茶
屋
の
場
面
が
い
い
で
す
ね
え
。

近
藤
や
あ
、
あ
れ
は
難
し
い
わ
。
い
や
で
す
ね
え
あ
そ
こ
の
所

は
。
気
を
つ
か
い
ま
す
ね
え
。
た
ま
た
ま
、
き
り
で
き
て
る
日
に

見
は
っ
た
ん
と
ち
や
う
？
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
ま
す
ね
ん
、
そ
の
日

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鱗；

垂

一
屯

出
演
者
だ
け
の
熱
意
の
問
題
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
の
劇
場
を

つ
く
り
、
こ
れ
か
ら
青
よ
う
と
し
て
今
い
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
と

に
か
く
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
。

ｌ
中
内
会
長
と
も
満
会
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ど
う
で
す
か

印
象
は
？

近
藤
ま
、
そ
ん
な
に
長
く
お
話
し
た
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

し
、
む
し
ろ
テ
レ
ビ
な
ん
か
で
…
ほ
ら
、
ち
ょ
う
ど
南
海
ホ
ー
ク

ス
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
拝
見

し
た
り
す
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
ね
え
…
、
で
も
や
っ
ぱ

り
お
も
し
ろ
い
方
で
す
よ
ね
え
、
神
戸
の
市
長
さ
ん
も
お
か
し
い

し
さ
あ
…
（
笑
）
。
だ
か
ら
神
戸
っ
て
ね
、
す
ご
い
し
ゃ
れ
た
ね
、

異
国
情
緒
の
あ
る
、
西
洋
と
の
関
わ
り
も
長
崎
み
た
い
な
形
じ
ゃ

な
く
て
、
も
っ
と
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
関
わ
り
が
激
し
く
て
、

何
て
言
う
か
、
日
本
人
ぱ
な
れ
し
た
大
人
た
ち
が
い
る
街
だ
っ
て

い
う
気
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
っ
た
わ
け
だ
け
ど
、
い
や
あ
、
来

て
み
る
と
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
他

の
街
ス
ジ
と
は
違
う
ね
え
。

ｌ
特
に
ど
ん
な
所
で
そ
う
お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
？

近
藤
ま
、
こ
れ
は
誰
だ
っ
て
み
ん
な
言
う
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
し
ゃ
れ
て
る
わ
、
お
し
ゃ
れ
だ
わ
こ
こ
は
、
本
当
に
。

で
、
お
し
ゃ
れ
な
割
に
は
人
間
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
所
が
あ
る

ね
、
み
ん
な
。

ｌ
港
町
だ
し
、
気
取
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
気
が
あ

る
ん
で
す
よ
。

近
藤
い
や
そ
れ
で
い
て
結
構
気
取
っ
て
る
ん
だ
よ
。
一
見
ね
。

話
し
て
み
る
と
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
見
か
け
は
結
構

気
取
っ
た
街
で
さ
あ
、
俺
は
好
き
だ
な
あ
。
で
も
、
も
っ
と
好
き

に
な
る
た
め
に
は
、
こ
の
公
演
の
回
数
が
も
っ
と
少
く
て
ね
え
、

近
藤
歌
舞
伎
な
ん
か
を
見
て
る
と
感
じ
な
い
ん
だ
け
ど
、
こ
の

蛤
川
さ
ん
演
出
の
忠
臣
蔵
を
見
て
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
女
が
出

て
き
て
幕
切
れ
に
な
る
時
っ
て
い
う
の
は
必
ず
女
が
泣
い
て
る
ん

で
す
よ
。
男
が
最
後
に
い
て
幕
が
切
れ
る
時
っ
て
い
う
の
は
男
は

泣
い
て
な
い
。
「
女
が
本
当
に
こ
ん
な
に
泣
く
も
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
疑
問
が
僕
に
は
や
た
ら
あ
る
ん
で
す
ね
え
、
「
う
そ
だ
ろ

う
／
、
あ
ん
な
に
女
は
泣
か
な
い
だ
ろ
う
″
」
っ
て
い
う
気
が
す
る

ん
だ
け
ど
ね
（
笑
）
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
女
の
人
っ
て
い

う
の
は
例
え
ば
「
お
か
る
」
な
ん
て
い
う
の
は
一
人
の
人
間
で
あ

り
な
が
ら
三
つ
の
役
を
演
じ
て
る
っ
て
言
わ
れ
て
る
、
ま
、
そ
の

通
り
で
す
よ
ね
。
し
ぶ
と
い
し
、
情
欲
に
も
た
け
て
る
し
、
割
と

リ
ア
ル
な
感
じ
が
す
る
女
だ
な
っ
て
い
う
気
が
す
る
け
ど
あ
と
は

ど
う
も
ピ
ン
と
こ
な
い
で
す
よ
ね
え
。

ｌ
確
か
に
「
お
か
る
」
は
魅
力
あ
り
ま
す
よ
ね
え
．

近
藤
え
え
、
俺
も
そ
う
で
す
よ
。
あ
の
ス
ケ
ベ
さ
が
ま
た
い
い

で
す
よ
（
笑
）
。

ｌ
も
う
ご
家
族
の
方
臓
見
に
い
ら
し
た
ん
で
す
か
？

近
藤
え
え
、
見
て
ま
す
よ
。

ｌ
お
嬢
さ
ん
な
ん
か
は
ど
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
か
？

近
藤
で
も
、
う
ち
の
子
な
ん
か
の
意
見
は
参
考
に
な
ら
な
い
で

す
よ
ね
え
。
稽
古
に
入
っ
て
る
段
階
に
家
の
中
で
僕
が
ポ
ロ
ポ
ロ

話
す
機
会
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
辺
を
す
く
い
と
っ
て
下
売
り
が

半
分
あ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
。

ｌ
〃
神
戸
発
〃
の
雄
川
忠
臣
蔵
、
こ
の
成
功
が
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
ね
。

近
藤
僕
も
う
れ
し
い
。
本
当
に
う
れ
し
い
。
そ
れ
は
こ
の
劇
場

を
経
営
す
る
人
た
ち
に
も
、
も
ち
ろ
ん
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
、

夕

蕊騨蕊霧識

I驚蕊

繍霞 曙繋縛

＃

蕊懸

識

§

雛 鴬
驚
蝉
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軸

近
藤
い
や
、
東
京
に
居
る
方
が
ま
だ
う
ん
と
楽
で
、
ラ

ら
れ
る
巽
俺
。

ｌ
飲
み
に
行
く
っ
て
い
う
事
も
な
い
ん
で
す
か
？

近
藤
な
い
で
す
ね
。
明
日
の
こ
と
を
考
え
る
と
恐
く
て
。

★
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
、
神
戸
で
や
り
た
い
ね
。

ｌ
こ
れ
が
終
っ
た
ら
、
ど
う
い
う
仕
事
の
ご
予
定
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？

近
藤
い
や
、
平
行
し
て
京
都
の
テ
レ
ビ
で
『
大
忠
臣

蔵
』
の
浅
野
内
匠
頭
を
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
正
月

一
一
日
の
皿
時
間
ド
ラ
マ
な
ん
だ
け
ど
ね
。
だ
か
ら
、
あ
っ

ち
で
原
因
を
や
っ
て
、
こ
っ
ち
で
結
果
を
や
っ
て
…
と
い

う
。
何
か
冴
え
な
い
ね
え
、
原
因
も
結
果
も
一
緒
に
や
っ

て
（
笑
）
。

町

も
う
少
し
神
戸
の
街
で
僕
が
泳
い
で
ま
わ
れ
る
よ
う
な
時
間
が
あ

れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
。

僕
ね
え
、
東
京
を
出
る
時
ね
え
、
「
い
や
あ
、
神
戸
は
ね
え
、

い
い
女
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
ね
、
も
う
ね
え
、
三
ヵ
月
も
そ
の

神
戸
に
い
る
ん
だ
ぜ
。
す
ご
い
よ
こ
れ
は
。
」
な
ん
て
話
を
し
て

た
の
。
「
も
う
終
る
頃
に
は
何
人
の
女
が
俺
の
ま
わ
り
に
群
が
っ

て
…
」
な
ん
て
ね
（
笑
）
。
で
も
ウ
ソ
ば
っ
か
り
／
な
か
日
過
ぎ
て

ま
だ
一
人
も
い
れ
え
っ
て
い
う
さ
あ
（
笑
）
、
「
な
ん
な
ん
だ
、
こ

り
や
一
体
」
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
。
ま
、
結
局
、
俺
が
あ
ん
ま
り
外

へ
出
て
な
い
っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
ね
え
。

ｌ
出
る
時
間
も
な
い
で
し
ょ
う
、
こ
の
ス
ヶ
ジ
ュ
‐
ル
で

は
。
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
ら
っ
し
や
る
ん
で

す
よ
ね
え
、
ど
ち
ら
側
の
部
屋
で
す
か
？

近
藤
海
側
で
す
ね
。
須
磨
の
方
か
ら
淡
路
島
の
方
ま
で
見
え

て
、
夜
な
ん
か
も
な
か
な
か
美
し
く
て
…
。
そ
ん
な
所
に
一
人
で

い
る
伯
し
さ
っ
て
い
う
の
が
し
み
じ
み
と
身
に
染
み
る
っ
て
い
う

仕
掛
け
に
な
っ
て
る
ね
、
こ
こ
は
（
笑
）
。
だ
か
ら
、
舞
台
で
耐

え
、
現
実
で
耐
え
て
や
っ
て
る
か
ら
さ
あ
、
な
ん
か
へ
レ
ン
ヶ
ラ

ー
の
よ
う
な
も
ん
だ
ね
え
（
笑
）
。

ｌ
じ
ゃ
あ
、
あ
ん
ま
り
東
京
に
居
る
の
と
変
わ
ら
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
？

斤
霞
ハ
や
、
東
京
と
吾
る
方
が
ま
だ
う
ん
と
楽
で
、
ラ
フ
で
い

田
町
甲
Ⅱ

卜
昨
ト
ー
睦
一
Ｂ
Ｆ
ｑ
Ｋ
酢
酢
酢
豚
，
ｒ
ｂ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ
”
且
Ｂ
Ｄ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
肝
１
１
」

ｌ
来
年
な
ん
か
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

近
藤
来
年
は
ね
え
、
七
月
に
一
カ
月
、
大
阪
の
中
座
で
四
谷
怪

談
を
や
る
ん
で
す
よ
ね
。

ｌ
伊
右
衛
門
で
す
か
？

近
藤
そ
う
。

ｌ
関
西
づ
い
て
ま
す
ね
．

近
藤
だ
か
ら
、
こ
れ
も
ね
え
、
「
大
阪
発
」
に
し
た
い
の
。

ｌ
お
岩
は
誰
で
す
か
？

近
藤
そ
れ
が
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な
い
ん
だ
。
い
や
だ
っ
て
い

う
人
が
多
く
て
ね
。

ｌ
演
出
は
？

近
藤
青
井
洋
治
。
売
れ
っ
子
の
演
出
家
で
ね
え
。
『
ラ
・
カ
ー

ジ
ュ
。
オ
・
フ
ォ
ー
ル
』
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今
度

の
中
座
も
彼
の
演
出
で
…

ｌ
こ
れ
は
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
え
、
”
悪
”
が
利
い
て
て
。

近
藤
そ
う
で
す
ね
え
。
で
も
、
ま
た
こ
こ
で
や
り
た
い
で
す

よ
。
こ
こ
で
『
ラ
・
カ
ー
ジ
ュ
…
』
な
ん
か
ど
う
か
ね
え
、
す
ご

く
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
。

ｌ
そ
う
で
す
堀
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
と
い
う
か
、
ハ
イ
カ
ラ
な

も
の
も
神
戸
で
や
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

近
藤
本
当
に
も
う
一
・
へ
ん
『
ラ
・
カ
ー
ジ
ュ
・
オ
・
フ
ォ
ー

ル
』
を
も
っ
て
や
っ
て
来
た
い
と
思
っ
て
ま
す
よ
。

ｌ
そ
う
で
す
か
、
楽
し
み
で
ね
…
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
十
一
月
十
七
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
出
劇
場
楽
屋
に
て
）
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見
夜
は
更
け
て
…

小
関
一
二
平

ミ
ナ
ト
・
コ
ー
ベ
は
、
ス
テ
キ
で
あ
る
。
私
な
ん
か
、
東
北
ネ

ク
ラ
の
末
喬
で
あ
る
だ
け
に
、
海
と
陽
光
の
魅
惑
か
ら
逃
れ
が
た

い
。
故
あ
っ
て
、
「
阪
神
間
」
の
職
場
か
ら
は
ズ
う
か
る
こ
と
に

し
た
が
、
住
い
を
変
え
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。

と
っ
く
に

海
の
潮
風
は
、
あ
ち
こ
ち
の
外
国
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ロ
デ

ィ
と
リ
ズ
ム
を
、
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
「
国
際
都
市
」
の
お
陰

で
あ
る
。
楽
し
く
飲
む
た
め
に
は
、
歌
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
わ
け
で
、
本
誌
編
集
部
の
企
画
に
便
乗
し
て
、
今
回
は

外
来
音
楽
の
ラ
イ
ヴ
・
ハ
ウ
ス
の
ハ
シ
ゴ
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ

た
。

Ｐ

小
関
三
平
の
神
戸
探
険

ラ
イ
ヴ
・
ツ
ア
ー
に

ま
ず
は
、
「
ス
ペ
イ
ン
料
理
と
ワ
イ
ン
の
店
」
と
銘
打
つ
『
ブ

ル
ー
・
リ
ボ
ン
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
阪
急
。
阪
神
Ｊ
Ｒ
の
三
宮

駅
か
ら
降
り
て
す
ぐ
、
生
田
新
道
と
北
野
坂
が
交
わ
る
東
・
北
の

角
、
『
メ
イ
ン
ス
タ
ー
・
ビ
ル
』
の
五
階
に
在
っ
た
。

あ
つ
に

実
は
、
マ
ス
タ
ー
。
熱
田
守
男
氏
は
、
神
戸
の
フ
ラ
メ
ン
コ
・

ギ
タ
リ
ス
ト
の
大
先
達
な
の
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
出
版
さ

れ
て
い
る
し
、
『
熱
田
ギ
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
』
の
主
宰
者
で
も

あ
る
。
活
躍
中
の
お
弟
子
さ
ん
も
多
い
。

こ
の
お
店
は
、
も
と
も
と
、
加
納
町
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
た

だ
し
昭
和
三
十
二
年
開
店
と
い
う
か
ら
、
オ
ド
ロ
キ
で
あ
る
。
私

１
１６２
１
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Ｐ

■スペイン料理とワインの店
“ブルーリボン' ’

神戸市中央区北長狭通１丁目２０－１
メインスタービル５Ｆ
宵3 9 2 - 5 2 1 3

は
そ
の
頃
の
コ
ー
ベ
の
こ
と
は
知
ら
な
い
が
、
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ギ

タ
ー
の
生
演
奏
が
聴
け
る
店
な
ん
て
、
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

な
ん
だ
か
ア
メ
リ
カ
風
の
店
名
は
、
お
そ
ら
く
、
心
な
ら
ず
も

の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ス
ペ
イ
ン
語
な
ん
か
に
し
て
も

ゥ
ケ
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
な
に
し
ろ
三
十
一
年
も
前
の
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
、
マ
ス
タ
ー
は
、
本
場
の
エ
ス
パ
ー

ニ
ャ
ヘ
と
、
武
者
修
業
に
旅
立
っ
た
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
大
師

匠
の
三
好
保
彦
さ
ん
に
シ
ゴ
カ
し
て
い
た
か
ら
、
道
場
破
り
み
た

い
な
気
配
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
で
も
、
と
き
ど
き
、
ス
ペ
イ
ン
に
遊
び
に
行
く
ら
し
い
。
但

し
、
ギ
タ
ー
は
携
え
な
い
。
逆
に
頼
ま
れ
て
、
ギ
タ
ー
を
買
っ
て

帰
っ
た
り
す
る
の
だ
と
か
…
。

私
も
南
欧
フ
ァ
ン
な
の
で
、
懐
し
い
芸
通
の
話
題
を
楽
し
め
て

嬉
し
か
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
も
ち
ろ
ん
、
白
い
壁
の
エ
ス
パ

ー
ニ
ャ
風
で
あ
る
。
が
、
玄
関
を
入
っ
た
す
ぐ
右
側
の
壁
に
は
、

シ
ク
ー

南
米
は
．
へ
ル
ー
か
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
の
と
お
ぽ
し
き
芦
笛
が
、
飾
ら
れ

て
い
た
り
す
る
。
こ
れ
ま
た
、
私
に
は
、
二
十
年
前
の
中
南
米
放

浪
を
想
い
起
さ
せ
て
く
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ク
や
ロ
ッ
ク
し
か
知
ら
な
い
若
い
お
客

さ
ん
の
手
前
、
熱
田
さ
ん
も
フ
ラ
メ
ン
コ
演
奏
を
遠
慮
し
て
ら
れ

る
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
彼
の
内
気
ゆ
え
で
、
も
っ
と
ヤ
ン
グ
を
啓

蒙
し
て
も
ら
わ
な
い
と
コ
マ
る
。

「
ク
ラ
い
曲
が
好
き
」
と
言
う
熱
田
さ
ん
の
『
ソ
レ
ァ
レ
ス
（
孤

独
）
』
を
聴
き
な
が
ら
味
わ
う
ス
。
へ
イ
ン
・
ワ
イ
ン
は
、
ま
た
格

別
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
お
次
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
『
エ
。
ト
ワ
』
で
あ
る
。
ト

ァ
・
ロ
ー
ド
を
南
に
下
っ
て
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
西
入
口
、
『
ス

カ
イ
ト
ピ
ア
・
ビ
ル
』
の
三
階
に
あ
る
。
「
プ
チ
・
シ
ャ
ン
ソ
ン

〃
音
楽
の
家
″
」
と
い
う
の
が
、
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
女
性
名
詞
だ
か
ら
、
「
プ
テ
ィ
ト

ゥ
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
で
は
舌
を
噛
ん
で
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
、
「
エ
・
ト
ワ
」
と
は
、
「
そ
し
て
、
あ
ん
た
」
で
あ

３
１
６
１ 己
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ヤンソン・音楽の家
T ＯＩ（エ・トワ) 1 ,

、

る
。
あ
な
た
は
、
お
お
ら
か
な
ネ
ア
カ
女
史
・
堀
郁
子
さ
ん
の
微

笑
み
に
迎
え
ら
れ
る
。
堀
さ
ん
は
、
パ
リ
の
オ
ラ
ン
ピ
ァ
劇
場
で

の
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ベ
コ
ー
・
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
帰
ら
れ
た
ば
か

さ

て
い

り
で
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
態
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
彼
女
は
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
ピ
ア
ノ
に
坐
っ
て
、
弾
き
語

り
を
始
め
る
。
な
に
し
ろ
、
も
と
、
メ
ッ
ッ
オ
・
ソ
プ
ラ
ノ
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
歌
手
だ
か
ら
、
声
量
は
（
体
格
と
同
じ
く
）
堂
々
た
る

も
の
で
あ
る
。
鍵
盤
の
叩
き
方
も
、
か
な
り
勇
壮
（
？
）
と
感
じ

ら
れ
た
。

が
、
そ
こ
は
さ
す
が
、
曲
が
変
る
と
、
繊
細
な
ピ
ァ
ー
ー
シ
モ
に

変
り
、
余
韻
を
残
し
て
弾
き
終
え
る
。
な
か
な
か
ニ
ク
い
。

人
柄
が
ま
た
、
ス
テ
キ
で
あ
る
。
今
日
の
自
分
が
あ
る
の
は
、

ひ
と
え
に
、
恩
師
や
、
亡
く
な
っ
た
親
友
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
戸

田
朝
恵
さ
ん
の
お
陰
…
と
、
し
み
じ
み
話
さ
れ
る
。
明
朗
か
つ
謙
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１
１６４
１

虚
な
の
で
あ
る
。
キ
ン
グ
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
、
「
君
を
愛
す
」
と

題
し
た
Ｌ
Ｐ
も
出
し
、
関
西
の
歌
手
三
○
余
名
と
万
余
の
フ
ァ
ン

を
つ
な
ぐ
べ
き
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
協
会
」
（
会
費
二
千
円
）
の
ボ
ス

（
？
）
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

酔
い
が
ま
わ
る
と
、
つ
い
ア
ッ
カ
マ
シ
く
な
っ
て
、
マ
マ
の
伴

奏
で
歌
わ
せ
て
／
，
な
ど
と
口
走
り
か
ね
な
い
の
で
、
オ
ジ
さ
ん
客

ア
・
ピ
ア
ン
ト
ー

四
人
が
ド
ャ
ド
ャ
と
入
っ
て
き
た
の
を
機
に
、
「
じ
ゃ
、
ま
た
」

と
な
っ
た
。

加
納
町
へ
と
向
か
う
。
不
動
坂
を
上
っ
て
す
ぐ
右
に
、
お
目
あ

て
の
店
が
あ
る
。
「
ブ
ル
ー
・
グ
ラ
ス
と
カ
ン
ト
リ
イ
」
の
メ
ッ

カ
ー
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
イ
ン
。
ホ
ン
キ
イ
。
ト
ン
ク
』
で
あ
る
。
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が
、
練
達
の
ギ
タ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
「
六
○
年
代
」
世
代
の
Ｏ
Ｂ

だ
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
は
二
○
年
を
越
え
る
が
、
柔
和
な
童
顔
の
人

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
当
夜
は
、
お
客
さ
ん
は
一
人
の
常
連
だ
け

で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
リ
イ
は
神
戸
の
目
玉
の
ハ
ズ
な
の
に
…
と
、

い
さ
さ
か
残
念
な
思
い
が
し
た
。

い
っ
た
い
、
神
戸
っ
子
は
ナ
ニ
し
と
ん
じ
ゃ
／
と
、
内
心
ギ
フ

あ
ざ
な

ン
（
？
）
に
駆
ら
れ
た
の
だ
が
、
禍
福
ハ
斜
ヘ
ル
総
ノ
如
シ
ー
、

お
客
が
少
な
い
お
陰
で
、
私
は
、
神
戸
大
学
・
『
リ
ッ
チ
・
ラ
ン

ナ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
イ
』
の
諸
君
の
、
特
別
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
接
し
た

の
で
あ
る
。

ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
を
成
す
の
は
、
ギ
タ
ー
＆
ヴ
オ
ー
カ
ル
Ⅱ
佐
藤

文
芳
ク
ン
（
行
政
法
）
、
フ
ラ
ッ
ト
・
マ
ン
ド
リ
ン
Ⅱ
岡
本
央
ク
ン

季
仁
と

（
電
気
工
学
）
、
ペ
イ
ス
Ⅱ
江
島
真
ク
ン
（
刑
法
）
、
．
ハ
ン
ジ
ョ
ウ
Ⅱ

国
分
二
郎
ク
ン
（
行
政
法
）
の
面
々
で
あ
る
。

「
ア
イ
ム
・
ゴ
ー
イ
ン
・
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
オ
ー
ル
ド
・
ケ
ン

タ
ッ
キ
イ
」
、
「
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ャ
」
ほ
か
一
○
曲
近
く
も
演
奏
し
て

く
れ
た
。
こ
う
い
う
の
を
聴
い
て
い
る
と
、
も
う
私
は
、
じ
っ
と

し
て
ら
れ
な
い
。
思
わ
ず
コ
ー
フ
ン
の
あ
ま
り
、
全
身
を
ゆ
す

●
ｅ
●
●

り
、
お
も
ら
し
を
せ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

わ
が
甥
も
娘
も
神
戸
大
学
の
お
世
話
に
な
っ
て
る
こ
と
で
も
あ

る
し
、
初
々
し
い
ヤ
ン
グ
諸
君
の
達
者
な
演
奏
に
、
大
い
な
る
声

援
を
送
り
た
い
。

マ
ス
タ
ー
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く

な
い
レ
ベ
ル
だ
と
い
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
野
沢
氏
が
培
っ
た
人

脈
あ
れ
ば
こ
そ
で
、
関
西
大
学
そ
の
他
の
諸
君
も
、
入
れ
替
り
立

ち
替
り
、
プ
レ
イ
し
に
来
る
。
七
○
年
前
後
に
く
ら
べ
る
と
、
こ

の
種
の
ジ
ャ
ン
ル
は
不
当
に
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
で
も
、

し
な
や
か
に
。
し
た
た
か
に
、
水
脈
が
流
れ
続
け
る
こ
と
を
、
祈

っ
て
お
こ
う
。

わ
が
学
院
の
榎
本
美
枝
ク
ン
も
、
一
一
月
一
七
日
に
登
場
す
る

と
聞
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
夜
、
私
は
こ
う
や
っ
て
原
稿
を

書
い
て
る
ワ
ヶ
で
、
聴
け
な
か
っ
た
。
美
枝
チ
ャ
ン
婚
『
ホ
ン

キ
イ
・
ト
ン
ク
』
の
星
と
な
れ
エ
ノ
．
（
も
、
え
こ
ひ
い
き
、
ミ
エ

５
１
６
１
１

〆

》
僻

こ
こ
に
は
、
宇
崎
竜
童
や
大
和
田
漠
な
ん
ぞ
が
フ
ラ
リ
と
現
わ

れ
て
、
典
に
乗
れ
ば
ジ
ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
も
す

る
ら
し
い
。
若
も
の
が
聞
い
た
ら
、
エ
エ
ー
ッ
？
と
、
声
を
上
げ

る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
・
野
沢
隆
一
郎
氏

ウ

篭
神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



爵

「
、
ヘ
エ
。
：
）

さ
て
、
Ｒ
＆
Ｂ
や
ソ
ウ
ル
は
ど
こ
で
聴
け
る
か
？

ヨ
ー
ジ
イ
・
ス
ポ
ッ
ト
」
Ｉ
『
チ
ャ
ー
リ
ー
ズ
』
で
あ
る
。

中
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
北
向
い
だ
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
。

あ
蕊
ら

チ
ャ
ー
リ
ー
こ
と
徐
光
星
氏
は
、
脂
の
ノ
ッ
た
一
二
八
歳
、
堂
々
た

ク
ー
レ
ン

る
押
し
出
し
の
大
人
で
、
。
〈
・
〈
は
Ｕ
・
Ｓ
。
Ａ
、
マ
マ
は
中
国
の

ハ
ー
フ
と
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
校
。
マ
リ
ス
ト
学
園
の
出
身
で
あ
る
。蕊

守
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楚

口

ジ
ミ
イ
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
や
ク
リ
ー
ム
を
愛
し
憧
れ
て
こ
の
道

に
入
っ
た
と
言
う
が
、
レ
パ
ー
ト
リ
イ
ー
は
き
わ
め
て
広
い
。
八

六
キ
ロ
の
貫
禄
は
充
分
、
実
に
い
い
顔
を
し
て
い
る
。
サ
ピ
の
あ

る
低
音
、
高
音
の
張
り
、
い
ず
れ
も
セ
ク
シ
イ
で
あ
る
。
ギ
タ
ー

の
腕
前
は
、
野
沢
氏
が
絶
讃
し
て
や
ま
ぬ
ほ
ど
な
の
だ
。
赤
い
チ

ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
の
上
に
黒
い
セ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
紺
の
ジ
ー
パ

ン
と
、
当
夜
の
さ
り
げ
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
キ
マ
ッ
て
い

た
。ペ

イ
ス
・
ギ
タ
ー
を
弾
く
は
、
通
称
カ
ッ
チ
ャ
ン
、
ボ
サ
ボ
サ

髪
に
ヒ
ゲ
の
、
シ
ブ
い
ミ
ド
ル
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に

は
、
も
少
し
若
い
、
通
称
ピ
ン
く
ん
が
入
っ
て
た
。
い
ず
れ
も

「
チ
ャ
ー
リ
ー
ズ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
な
ら
ぬ
、
徐
監
督
率
い
る
草

野
球
チ
ー
ム
『
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
』
の
メ
ン
バ
ー
な
の
だ
。

だ
が
、
こ
の
店
の
売
り
物
は
、
ブ
ル
ー
ス
で
あ
り
ソ
ウ
ル
な
の

だ
か
ら
、
「
コ
ー
ジ
イ
な
」
（
ゆ
っ
た
り
と
、
く
つ
ろ
い
だ
）
オ
ト

ナ
の
雰
囲
気
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
テ
ー
プ
・
ボ
ッ
ク
ス
を
眺
め
渡
し
て
い
た
ら
、

「
エ
ル
・
パ
レ
ー
ド
」
、
つ
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
父
」
と
題
し

た
の
が
あ
っ
た
。
ワ
ケ
を
聞
く
と
、
令
息
（
一
八
歳
）
が
チ
ャ
ー

リ
ー
氏
の
た
め
に
録
音
し
て
く
れ
た
の
だ
と
か
。
彼
の
名
前
は
、

「
ア
ル
ド
リ
ッ
ク
」
と
い
う
。
い
さ
さ
か
変
っ
て
い
る
。
由
来
を

た
ず
ね
る
と
、
。
ハ
パ
が
、
尊
敬
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
イ
ニ
シ

ャ
ル
を
つ
な
い
だ
の
だ
と
い
う
。
パ
パ
は
エ
ラ
い
／
、

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
、
三
宮
、
ト
ァ
ロ
ー
ド
、
北
野
町
・
・
・

小
関
先
生
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

小

外
に
出
る
と
、
も
う
十
一
一
時
を
過
ぎ
て
い
る
。
酔
眼
モ
ー
ロ
ー

と
し
て
、
ジ
ャ
ズ
と
ラ
テ
ン
は
断
念
す
る
こ
と
に
し
た
。

１
１６６
１
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